


東
広
島
市
の
夜
景 

―い― 



雪
景
色
の
な
か
薄
ら
と
光
る
灯
り 

統
一
感
が
あ
り
酔
い
し
れ
る
程
美
し
い 

私の大好きなアーカイブス写真コンテスト受賞作品 
優秀賞「月光に浮かぶ西条盆地」井川良成氏 

―ろ― 



景
観
と
は 

自
然
と
人
の
生
活
が
一
体
と
な
っ
て
つ
く
ら
れ
る
。 

 

人
が
存
在
す
る
限
り
永
遠
に
続
き
、 

 

人
次
第
で
常
に
変
化
し
う
る
も
の
で
す
。 

―は― 



 東広島は成長しています。しかしまちの景

観についてはどうでしょうか？西条の酒蔵通

りを始め、この地域特有の景観は急速に失

われつつあります。時代の変遷に伴い景観

は移ろいやすいものです。 

 景観保全の意識をすべての市民が共有

することは容易ではありませんが、「美しい

景観」を明日に引き継ぐのは私達です。  

私の大好きなアーカイブス写真 
コンテスト入選作品「酒蔵通り」（西条町） 

西条の景観 
赤瓦と銀黒瓦と白壁そして赤レンガの煙突のある酒蔵が多く点在する西条は 
緑の山々と美しく調和し、人々の心に安らぎを 与える東広島特有の景観です。 

―に― 



和
を
意
識
す
る
事
は
郷
土
を
想
う
こ
と

に
も
繋
が
っ
て
く
る 

 

今
、
全
国
的
に
景
観
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
自

治
体
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
背
景
に
は
歴
史
的
に
形

成
さ
れ
た
ま
ち
を
今
後
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い
く
か

、
ま
た
文
化
的
資
源
の
喪
失
に
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る

か
も
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
戦
後
の
復
興
と
高
度
成

長
期
の
経
済
発
展
の
反
面
、
景
観
ま
ち
づ
く
り
に
対

す
る
ス
ピ
ー
ド
が
追
い
付
か
な
か
っ
た
経
緯
も
あ
り
、
こ

の
問
題
は
全
国
的
な
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。 

 

ま
だ
国
際
交
流
が
少
な
か
っ
た
時
代
の
建
物
は
自
然

と
そ
の
地
域
の
材
料
を
使
っ
て
地
域
ご
と
に
独
特
の
技

術
で
建
築
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
各
地
域
ご

と
に
自
然
と
統
一
さ
れ
た
景
観
が
養
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
今
の
日
本
で
は
様
々
な
様
式
の
建
物
が

建
て
ら
れ
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
感
覚
で
建
物
を
選
ぶ
事
が
当

た
り
前
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
多
く
の
家
庭
が
核

家
族
と
な
り
、
先
人
た
ち
に
よ
る
地
域
の
伝
統
、
文
化

の
継
承
も
自
然
と
衰
退
し
、
そ
れ
ら
を
学
ぶ
機
会
も

大
変
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
景
観
だ
け
で

は
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
本
当
の
日
本
ら
し
さ
が
衰
退

し
て
き
ま
し
た
。 

 

日
本
を
想
う
事
を
追
求
し
て
い
け
ば
、
地
域
を
想
う

こ
と
に
も
繋
が
り
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
全
て
繋
が

っ
て
い
る
か
ら
で
す
。 

和
風
建
築
な
ど
に
多
く
使
わ
れ
る
淡
い 

色
彩
は
ど
の
よ
う
に
し
て
出
来
た
の
か
？ 

 

江
戸
時
代
に
、
贅
沢
を
禁
止
さ
れ
た
庶
民
に
与
え

ら
れ
た
色
は
、
よ
い
言
い
方
を
す
れ
ば
渋
い
色
で
、
粋

と
い
う
言
葉
が
似
合
う
よ
う
に
、
例
え
ば
茶
色
、
ね

ず
み
色
な
ど
地
味
な
色
が
流
行
色
で
し
た
。
贅
沢
を

禁
止
さ
れ
た
た
め
僅
か
な
明
る
さ
に
差
を
つ
け
る
こ

と
で
、
し
ゃ
れ
心
を
見
出
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
四

十
八
茶
百
鼠
（し
じ
ゅ
う
は
っ
ち
ゃ
ひ
ゃ
く
ね
ず
み
）と

言
い
ま
す
。
四
十
八
の
茶
色
と
百
の
ね
ず
み
色
を
使

わ
れ
た
事
か
ら
、
こ
の
名
が
付
い
た
と
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
が
今
に
続
く
和
風
建
築
に
あ
る
伝
統
色

で
す
。
日
本
人
の
控
え
め
な
精
神
に
表
れ
て
い
る
謙
虚

さ
が
こ
こ
に
も
み
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

絵
：日
本
画
教
室
（東
広
島
市
）講
師 

加
藤
寛
二
氏
作 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

高
屋
町
白
市
（高
屋
町
） 

福
成
寺
（西
条
町
下
三
永
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

―ほ― 

和
の
意
識 

か
ら
景
観 

を
考
え
る 

地
域
を
想
う
際
に
大
切
な
こ
と
は
、
先
人
た
ち
が
残

し
た
地
域
の
伝
統
、
文
化
を
受
け
継
ぐ
こ
と
だ
と
考

え
ま
す
。
過
去
が
あ
る
か
ら
今
が
あ
る
、
そ
の
事
を

忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
現
在
の
も
の
は
過
去
の
も
の

の
積
み
重
ね
で
す
。 

 

ま
た
大
量
生
産
の
時
代
は
終
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
は
質
の
時
代
で
す
。
自
分
達
の
子
孫
の
た
め
に
も

本
当
に
長
い
目
で
見
た
時
、
こ
の
景
観
ま
ち
づ
く
り
は

非
常
に
重
要
と
考
え
ま
す
。 



和
と
は
？ 

 

和
と
い
う
言
葉
は
辞
典
で
は
、
お
互
い
に
仲
良
く
す
る

こ
と
。
協
力
。
調
和
と
あ
り
ま
す
。 

 

風
情
と
は
？ 

 
風
情
と
は
、
日
本
古
来
存
在
す
る
美
意
識
の
一
つ
で

す
。
一
般
的
に
、
長
い
時
間
を
経
て
大
自
然
に
よ
り
も

た
ら
さ
れ
る
物
体
の
劣
化
や
、
本
来
あ
る
べ
き
日
本
の

四
季
が
造
り
出
す
、
儚
い
も
の
、
質
素
な
も
の
、
空
虚
な

も
の
の
中
に
あ
る
美
し
さ
や
趣
や
情
緒
を
見
つ
け
、
心

で
感
じ
る
と
い
う
こ
と
。
ま
た
、
そ
れ
を
感
じ
、
心
を
平

常
に
、
時
に
は
揺
さ
ぶ
ら
せ
豊
か
に
す
る
と
い
う
こ
と

で
す
。 

 

趣
と
は
？ 

 

風
情
の
あ
る
感
じ
ま
た
は
、
し
み
じ
み
と
し
た
味
わ
い

と
も
言
い
ま
す
。
情
緒
と
も
言
い
ま
す
。 

  
 

 

こ
の
当
た
り
前
の
言
葉
を
改
め
て
見
直
し
て
み
る
と
、

現
代
社
会
か
ら
少
し
軽
視
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。
こ
の
言
葉
は
、
も
の
の
価
値
を
認
め
大
事
に
使
う
と

い
う
意
味
で
も
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ
の
日
本
こ
の

東
広
島
を
も
っ
と
活
気
づ
け
る
た
め
、
さ
ら
に
は
伝
統
、

文
化
を
継
承
し
て
行
く
た
め
に
も
、
も
う
一
度
、
こ
の

価
値
観
を
見
出
し
て
頂
き
た
い
も
の
で
す
。
そ
れ
が
や

が
て
郷
土
に
対
す
る
誇
り
に
繋
が
る
は
ず
で
す
。 

 

絵：日本画教室（東広島市）講師 加藤寛二氏作 
         三浦仙三郎の酒蔵（安芸津町） 

        ～ひとこと～ 
明治時代、安芸津の三浦仙三郎氏による軟水醸
造法の発明と指導普及により東広島の酒は全国で
有名になりました。 

この言葉よく使うけど深く考えてみてみたら．．． 

―へ― 



 

高
度
経
済
成
長
の
頃
、
全
国
各
地

で
景
観
の
乱
れ
が
生
じ
ま
し
た
。
そ

れ
に
対
し
て
、
先
進
的
な
地
方
自
治

体
で
は
、
自
主
的
な
景
観
条
例
の

制
定
等
を
通
じ
て
取
り
組
み
ま
し

た
が
、
法
律
の
後
ろ
盾
が
な
く
、
強

制
力
に
限
界
が
あ
り
ま
し
た
。 

全国的なその他の課題 

・全体的に不調和な景観 
・脈絡のないまち並み 
・無秩序に林立するビル群 
・競い合う派手な広告看板類 
・空き家率の増加 
 （2040年最大43％推定 総務省調査） 
・経済性を優先した無秩序な開発 
・建設産業廃棄物の処分先 

東広島の課題 

・全体的に不調和な景観 
・地域らしさの減退（郷土の特色の減退） 
・新興団地建設による空き家の増加 

国土交通省：景観法ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞﾘｰﾌﾞｯｸより 

景
観
っ
て 

問
題
あ
り
ま
す
か
？ 

～ひとこと～ 

景観は、指揮者の指示に従って、それぞれの楽器が協力して奏でる音楽に例えられます。日本のまち並みは

名楽器がそれぞれ精一杯の音量で演奏しているようなもので、曲の全体はそっちのけになっています。でも演

奏者はそれで満足。聴衆も我慢しているうちに、このけたたましい騒音に慣れてくる感じに似ています。 

―と― 



―ち― 
2014年度国立広島大学教育学部第四類造形芸術系ｺｰｽ四年生 田丸治樹氏他作 

―ち― 



安芸津町 

頂上に見える赤土畑 

本当に赤いです。これはご当地ならではの
特色です。 

淨
福
寺
を
眺
め
る
。 

こ
の
辺
り
も
銀
黒
瓦
が
多
く
存
在
し
ま
す
。 

ま
た
、
春
に
は
お
寺
周
辺
に
桜
が
咲
き
と
て
も
美
し
い
景

観
を
出
し
ま
す
。 

大
芝
大
橋
か
ら
眺
め
る
大
芝
島 

橋
の
向
こ
う
に
は
大
芝
島
が
見
え
、
安
芸
津
の
特
徴
で
あ
る
銀
黒
瓦
の
家
並
み
が
自
然
の
海
と
緑
と

青
空
に
き
れ
い
に
溶
け
込
ん
で
い
ま
す
。 

安芸津に多い形の民家 

安芸津は赤瓦の家とともに、銀黒瓦の家も
多く存在しています。 

海と牡蠣いかだ  

東広島唯一の海のある町です。安芸津な
らではの景観です。 

―り― 

安芸津の名は、昭和十七年には安芸国の「御津」として、その名を知
られました。「御津」とは、古名で穏やかな湾を示します。戦時の協
力体制が生んだ名称です。 

小
松
原
か
ら
眺
め
る
大
芝
大
橋 

少
し
小
高
い
山
頂
か
ら
丁
度
良
い
角
度
で
大
芝
大
橋
が
見

え
ま
す
。
そ
し
て
自
然
の
海
と
山
も
写
り
こ
み
と
て
も
よ
い

バ
ラ
ン
ス
で
す
。
自
然
は
や
は
り
良
い
も
の
で
す
。 



黒瀬町 

津
江
の
県
道
34
号
線
か
ら
東
広
島
呉
道
路
が
見
え
る
景
観 

谷
間
を
く
ぐ
り
こ
の
位
置
か
ら
丁
度
、
町
内
が
見
渡
せ
ま
す
。
こ
の
辺
り
の
景
観
は
赤
瓦

と
銀
黒
瓦
の
家
々
が
入
り
混
じ
っ
て
い
ま
す
。
南
に
位
置
す
る
赤
瓦
景
観
は
黒
瀬
付
近
で

ほ
ぼ
終
わ
り
と
な
り
ま
す
。
茶
色
と
黒
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
独
特
の
雰
囲
気
を
出
し
て
い
ま

す
。 

黒瀬中央公園 

公園の中にとても大きな栴檀（せんだん）の木が２本立っています。とても存在感のあ
る木です。この木は明治４５年に植えられたそうです。既に１００年以上ここに存在し、
様々な人にとって思い出となってきた木ではないでしょうか。緑豊かでオアシスのよう
な空間です。 

私の大好きなアーカイブス写真コンテスト 
入選作品「黒瀬ふれあい祭り」 

―ぬ― 

宗近柳国を流れる黒瀬川 

黒瀬の中心を流れる黒瀬川。流れも穏やかで川の向こうの家々と馴染み、とても和
みます。 

宗近柳国黒瀬川沿いの桜の直線道路 
黒瀬川沿いにこの桜道が見えます。桜が咲いて 
いなくてもとてもきれいで安らぎます。 

黒瀬ダム 

農業用貯水池として県内７番目の大きさです。眺めもよいこ
とから、ウォーキング、レジャーなどに利用されています。 

黒瀬の名は平安時代の菅原道真公紫配流の 
旅歌に基づくとも伝えられています。 



河
内
町 

宇山の山頂付近から見下ろす赤瓦集落 

山頂に向けて登っていると赤瓦の集落があります。緑の
山に家屋が地形に合わせて配置されています。近くに銅
鉱試掘跡もあります。 

ＪＲ河内駅より北にある古い通り 
駅より少し北に向かうと赤瓦屋根の住宅が連なっています。 
自然に残された風情ある通りです。 
 

広島空港大橋が見える景観 

この橋はお隣の三原市に位置しますが、借景として河内町から程よい距離で見
えます。とても存在感があります。ひとつのシンボルとしてこれからも記憶に残
っていく景色に違いありません。 

中河内の国道４３２号線から見える沼田川とＪＲ線路橋梁、そして山裾にある家々 

わりと川幅の広い穏やかな流れの川と趣のある線路の橋梁、そして緑の中に点在する家々。自然と共生している
のがよく分かる景観です。 

ＪＲ河内駅より北にある古い通り 

駅より少し北に向かうと赤瓦屋根の住宅が連なっています。
自然に形づくられた風情ある通りです。 

―る― 

入野の国道４３２号線から見える線路の上を通る水路 

線路の上にコンクリート製の水路があります。珍しい景色です。水の流れもあ
り、この場所にとても馴染み特徴付けています。 

 
河
内
の
名
は
町
の
中
心
部
に
存
在
す
る
大
字
か
ら
命

名
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
村
の
時
代
、
四
大
字
合
併
の

際
い
ず
れ
も
河
の
字
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
集
め

て
大
河
と
言
い
ま
し
た
。
の
ち
に
河
内
村
と
改
め
、
次

い
で
河
内
町
と
な
り
ま
し
た
。 



西
条
町 

広島中央サイエンスパーク 

研究機関等様々な建物があり、また緑豊かな配置計画がされて
あり、とても心が安らぐ環境となっています。 

また周りを散歩出来るため池もあります。このため池の数の多さ
は広島県は全国で２位となっています。（2001年ﾃﾞｰﾀより） 

ブールバール通り 
ＪＲ西条駅から広島大学に繋がる道路。 

緑豊かで電線も地中化しており美しく気持ちよく通る事の出来る
道路です。景観に配慮している道路の一つでもあります。 

鏡山公園 

山頂には鏡山城跡もあり東広島を代表する公園でもあります。
とても計画的に環境に整備されていて誰もが心癒される空間で
はないかと思います。 

三ッ城古墳 

この古墳は広島県で最大の大きさです。築造時期５世紀頃と推定
されています。１９９０年から復元され今に至っています。公園とし
て周りを上手く整備して心も落ち着く場所となっています。また奥に
は郷土の特色を上手く生かした三ッ城小学校と東広島商工会議所
会館が見えます。 

私の大好きなアーカイブス写真コンテスト入選作品 

広島大学と赤瓦景観のある田園風景 

広島大学の建物に使われている外壁の色のコンセプトは周りの自然に合わせ東広島に多い赤松の幹の色を基調とし
た茶色にしています。赤瓦にも合い周りに溶け込みとても美しい景観です。 

私の大好きなアーカイブス写真コンテスト 
入選作品「鏡山公園」 

―を― 

 

西
条
の
名
は
飛
鳥
時
代
の
大
化
改
新
に
よ
っ
て
賀
茂
郷
が

こ
の
地
方
の
呼
称
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
や
が
て
郷
の
分

割
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
今
日
、
日
本
の
い
た
る
こ

と
こ
ろ
に
東
・
西
・
南
・
北
に
「
条
」
又
は
「
郷
」
の
つ
い

た
地
名
が
出
来
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
当
時
は
東
条

も
存
在
し
て
い
ま
し
た
。 



○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

志和町 

志和堀に抜ける県道３４０号線からの景観 
この道筋を通っていると一瞬だけ見えるこの美しい景色。 
典型的な盆地の山間に田園と家々が見えます。右奥には標高７３５ｍある安駄山が見えます。 

田園風景の中にある元酒蔵 
田園風景とよく合う赤煉瓦の煙突と歴史を感じる赤瓦の元酒蔵。 
瓦一枚一枚微妙に色が違い、味のある色を出しています。 

時報塔 

１９２２年に建造され今では地域のシ
ンボルとなっています。 

築９２年程ですが、とても趣があり地
域にとって無くてはならない存在にな
っています。デザインも良くこの場所
にとても似合います。 
 

志
和
の
ほ
た
る 

地
域
の
ま
つ
り
と
し
て
も
定
着
し
た
ほ
た
る
祭
り
で
す
。
ほ
た

る
と
趣
の
あ
る
家
屋
が
夕
日
に
き
れ
い
に
映
し
出
さ
れ
て
い
ま

す
。 

私の大好きなアーカイブス写真コン
テスト入選作品「蛍」 

並滝寺 
７３３年に建立されたと伝えられていま
す。日本らしくてとても絵になります。 

志
和
堀
小
学
校 

と
て
も
趣
の
あ
る
小
学
校
入
口
で
す
。 

―わ― 

 志和の名は建武（西暦1300年代）には既に 
「志芳荘」という荘名がありますが、詳細は
不明です。 
 江戸期以降、志和と表記され、それまでは
志芳の文字を用いていました。 

  



高屋町 

穏
や
か
な
川
と
緑
豊
か
な
造
賀
の
景
観 

川
の
せ
せ
ら
ぎ
を
聴
き
な
が
ら
、
こ
の
小
川
の
そ
ば

で
く
つ
ろ
げ
ば
心
も
休
ま
り
穏
や
か
な
気
分
に
な

る
は
ず
で
す
。 

赤瓦集落のある造賀の景観 
上の写真の川上には赤瓦の家屋が密集している場所があります。自然に残った景観の価値観を再認識し、後世に残していってもらいたいものです。 

高美が丘団地入口の街道 

計画的に景観に配慮してきれいに植樹されているた
め、団地の住民の方はとても気持ちよく通過できるの
ではないかと思います。 

貞重にある貞重橋 

とても趣のある橋です。年月が経てば味の出るもの
はとても風情があっていいです。愛着も湧き、もの
を大切にする心も生まれると思います。 

貞
重
の
景
観 

と
て
も
よ
い
角
度
か
ら
の
夕
日
の
景
色
で
す
。
な
ぜ
か

和
み
ま
す
。 

白
市
の
街
並
み 

東
広
島
市
の
東
部
に
位
置
し
て
い
る
静
か
な
町
で

す
。
町
は
周
囲
よ
り
一
段
と
高
い
丘
の
上
に
展
開

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
自
然
の
要
塞
と
し
て
中
世
に

白
山
城
を
築
き
、
そ
の
城
下
町
と
し
て
発
祥
し
た
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。
今
で
は
意
識
し
て
残
さ
れ
て

い
て
今
後
が
期
待
で
き
ま
す
。 

―か― 

 高屋の名は大和時代に河内国（兵庫県）から高
屋連が移住居所にしたためと伝えられています。 



OOOOOOOOOOOOOO 
OOOOOOOOOOOOOO 
OOOOOOOOOOOOOO 
OOOOOOOOOOOOOO 
OOOOOOOOOOOOOO 

豊
栄
町 

板鍋山山頂からの眺め２ 
山頂には岩山があります。この山は車でも行く事が出来ます。この山は
高過ぎないため、まちの家々がよく見えます。 

板鍋山山頂からの眺め１ 
標高は757.2mです。秋には霧の雲海が広がります。 
こうしてみると人の営みは自然の中にあり自然のほんの一部とわかります。 
緑豊かな自然を大事にして共存していく必要があると実感します。 

清武から三次市三和町に抜ける国道３７５号線 
東広島の最北端でこの道は約５kmに及ぶ気が遠くなるくらいの直線道路です。この辺りも調和のとれた景観です。 

吉
原
の
景
観 

三
次
市
三
和
町
と
の
境
目
に
あ
る
景
観
で
す
。 

当
た
り
前
の
様
に
自
然
に
溶
け
込
ん
で
い
ま
す
。 

―よ― 

 

豊
栄
の
名
は
豊
か
に
栄
え
る
と

い
う
意
味
で
昭
和
十
八
年
に
当
時

の
県
知
事
横
山
助
成
氏
に
よ
り
命

名
さ
れ
ま
し
た
。 



八本松町 

原の広島県立総合技術研究所農業技術センターの見える景観 
田園風景ととてもよく馴染んでいます。決して派手な存在ではないですが、大型の建物にしては、決して浮き立つことなく周りに上手く調和しています。 

正力の棚田 

自然と形になったにしては芸術的な形をしています。人も自
然の一部、自然はやはりいいものです。 

吉川の柳のある景色 

田園風景の中の川沿いに約３００ｍにも及ぶ柳が植えられています。いつ植えられ
たのはわかりませんが、きれいに並べられて美しいです。 

原
に
あ
る
か
や
ぶ
き
屋
根
の
家 

茅
葺
の
屋
根
を
維
持
す
る
の
は
容
易
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
き
れ
い
に
保
存
さ
れ
て
い
ま

す
。
き
っ
と
こ
の
家
は
何
百
年
も
存
在
し
て
い

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

日
本
の
風
景
に
と
て
も
似
合
い
ま
す
。 

―た― 

 八本松の名は、江戸時代に今のＪＲ八本松駅の西に一里塚があ
り、そこに根元から四本ずつ枝が分かれ街道の上で交差した松
が植えられていたことに由来します。それは旅する人々の話題
となり、やがて「八本松」という名がつきました。 



福
富
町 

県道３４０号線から見える山裾に広がる見事な赤瓦景観 

福富ダムから志和に繋がる道筋から見える赤瓦集落です。これほどまでに赤瓦で統一されているのは大変貴重です。これは絵になる風景ではないで
しょうか。これからもこの貴重な景観を大事に残していってもらいたいものです。 

福富ダム 

道の駅、公園も整備されて、自然の風景を楽しむ場として有名です。ダ
ムとは人工的につくられるものですが、上手く自然と溶け込んでいて美し
く、観光地にもなっています。 

福富ダムの橋梁 

骨組み全体が茶色に塗装され上手く自然に溶け込んでいます。これか
ら時が経てば経つほど趣のある橋になりそうです。 

下
竹
仁
の
沼
田
川
付
近
か
ら
の
眺
め 

こ
の
川
は
福
富
ダ
ム
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。 

福
富
ら
し
く
と
て
も
心
が
落
ち
着
く
場
所
で
す
。 

―れ― 

 

福
富
の
名
は
昭
和
三
十
年
の
当
時
の

広
島
県
知
事
の
大
原
博
夫
氏
に
よ
り

命
名
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
名
出
典
は

二
宮
尊
徳
「
二
宮
翁
夜
話
」
か
ら
引

用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
昭
和
の
大
合
併
に
よ
り
福
富

町
が
誕
生
し
ま
し
た
。 

 



 赤瓦とは来待瓦とも言われます。来待（きまち）とは釉薬の名で

瓦の表面に塗る凍害に強い素材です。 

 この赤瓦は江戸時代後期に石見地方から伝わったとされてい

ます。そこからの主な伝播ルートは３つあります。 

一つは北前船により遠くは北海道まで伝藩しています。二つめは

江の川水運により石見から山陽に伝藩しています。三つめは江

戸時代中期に都野津商人という行商集団によって各地に伝

えられました。 

 東広島には今も赤瓦の家が多く存在しています。しかし、この貴

重な財産である赤瓦景観は年々減少傾向にあります。時代も

変化していくことから全てが瓦という形でなくてもよいと思いますが、こ

の郷土色を生かした景観まちづくりを考えていきたいものです。 

―そ― 

赤
瓦
の

由
来 



景観法って知っていますか？ 
今、全国どこに行っても同じようなまち並みになりつつある現状から．．． 

 

 
 全国の景観まちづくりに伴い景観法が平成16年に制定されました。そこには基

本理念が描かれています。 

 

景観法の基本理念：良好な景観は地域固有の国民的資産 

 
 景観は、その地域の自然や歴史、文化のうえに人々の営みを通じて形成され

るものです。景観法は、地域特性に応じた運用が可能な柔軟な制度です。 

基本理念1 

良好な景観は、美しく風格のある国土の形成と潤い豊かな生活環境の創造に不可欠な国民共通な資産

として、現在及び将来の国民がその恵沢を享受出来るようにする。 

基本理念2 

適正な制限の下に、地域の自然、歴史、文化等と人々の生活、経済活動とが調和した土地利用がなされ

るようにする。 

基本理念3 

地域住民の意向を踏まえ、それぞれの地域の個性及び特色の伸張に資するようにする。 

基本理念4 

地域の活性化に資するよう、地方公共団体、事業者及び住民により、その形成に向けて一体的な取り組

みがなされるようにする。 

基本理念5 

現にある良好な景観を保全することのみならず、新たな良好な景観を創出することを含むものであること

を旨として、良好な景観の形成を行うようにする。  

国土交通省：景観法ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞﾘｰﾌﾞｯｸより 

―つ― 



国土交通省：景観法ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞﾘｰﾌﾞｯｸより 

景観法制度活用のイメージ：地域景観 

景観法制度活用のイメージ：まちなみ景観 

―ね― 



景観法の目的と東広島の現状 

 西条酒蔵通りに関しては景観形成のルール作りの動き

はありますが、その他地域に関しては特にないのが現状で

す。景観法の制定は手段を用意しただけであり、全国各地

域で活用されてこそ、発揮されます。今後の動きとしては、

地方公共団体が地域の独自性を生かしつつ制度を活用し

ていく必要があります。また行政だけでなく住民も自分達の

問題として関わっていく必要があります。今後いかに住民

の間で関心が高まるかが、景観法の普及にとって非常に重

要であるといえるでしょう。 
Bar  

東広島市役所 

地域の再発見 

 日頃見慣れた景観も、市民の感性で見つめ直すと、

そこに地域の文化の再発見が生まれることがあります。

それぞれの地域にご当地景観があってもいいのでは

ないでしょうか？そして、子ども達にここで育ったという

「記憶」を心に刻み、この土地の空気を吸う事で暮らし

方、風土を感じて育ってほしいものです。また景観は

市民の共有の財産でもあります。木を見て森を見ずと

いうことわざがありますが、一歩下がり、周りの風景と照

らし合わせて、まちを一体として見る事が出来れば、こ

の先に残していかなければならないものも自ずと見え

てくるのではないでしょうか？ 

良好な景観の形成による波及効果 

 全国各地での良好な景観の形成は、住民や行政職員

の景観意識向上や、コミュニティ活動の活性化の他、来

訪者の増加や地域ブランドイメージの向上など、多くの

波及効果を生んでいます。また、景観形成の効果はまち

の規模を問うものではありません。地価にも良い影響をも

たらすでしょうし、さらには地場産業の振興にも貢献する

でしょう。 
私の大好きなアーカイブス写真コンテス入選作品「姫みこし」（西条町） 

私の大好きなアーカイブス写真コンテスト 
入選作品「酒蔵」（西条町） 

―な― 



東広島市中央図書館(西条町） 
洗練されたデザインの図書館。ブールバール通りからは見えに
くいですが屋根は曲線美のライン上に赤瓦で葺かれています。 

郷土色を生か                                                          
した建築物 

古民家café一葉（志和町） 
空き家になっていた古民家を修繕して上手く再利用していま
す。社会問題でもある空き家対策にも貢献しています。 

Bar enishi（西条町） 
伝統の田舎建をスタイリッシュにデザインされ
たおしゃれなＢＡＲ。 

公
共
の
建
築
物
等
、
東
広
島
に
は
ま
だ
ま
だ
郷
土
色
を
生
か
し
た
建
物
が
沢
山
あ
り
ま
す
。 

くぐり門（西条町） 
現在は改修され観光拠点となっていますが、築年は1927年で、
今と同じく屋根が繋がっていました。当時は演劇や映画の上
映が行われていました。今見事に郷土の特色を上手く生かし
た再生が行われている場所の一つでもあります。 

東広島市役所（西条町） 
本市の伝統である「来待色」（赤瓦）をイメージ
した外壁と学園都市をメージしたガラスにより歴
史と現在を重ねたデザインを構成しています。 

―ら― 



景観とは常に自然と深い繋がりがあります。 

 

景
観
と
は
人
間
に
よ
っ
て
造
り
だ
さ
れ
た

も
の
で
す
。
ま
た
こ
の
写
真
か
ら
わ
か
る
よ

う
に
景
観
は
自
然
の
中
の
ご
く
一
部
で
す
。

そ
し
て
我
々
も
自
然
の
ご
く
一
部
で
す
。
我

々
の
く
ら
し
は
自
然
と
は
決
し
て
縁
を
切
る

こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
こ
そ
、
永
い
未
来
を
考

え
た
時
、
景
観
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
り
ま
す
。 

―む― 



 

今
残
念
な
が
ら
、
本
当
の
日
本
の
姿
は
、

探
さ
な
い
と
な
か
な
か
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。
こ

の
当
た
り
前
過
ぎ
る
景
色
を
も
う
一
度
再

確
認
し
て
下
さ
い
。
こ
の
ま
ち
に
し
か
な
い
宝

、
郷
土
の
個
性
が
い
か
に
大
事
で
あ
る
か
気

づ
い
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
そ
し
て
こ
の
ま

ち
が
さ
ら
に
美
し
く
な
る
事
を
心
か
ら
願
い

ま
す
。 

私の大好きな東広島アーカイブス入選作品 「福成寺付近からの眺め」（西条町） 

―う― 



         あとがき 
 

「景観十年、風景百年、風土千年」と言われるように、景観は今の暮らしを反映するものであ

り、風景は時を感じるもの、風土は時の中に歴史、文化が読み取れるものです。 

 景観とは過去に生きた人達と、現在の者と、これから生きる人達の共同作品です。過去の

人達の英知、積み重ねた文化や歴史を受け継いで私達の今があります。私達は、それを次

の世代に伝承していく責任があります。例え何百年かかろうとも景観は変化し続けることから

どのような姿にも変える事が出来ます。本パンフレットが郷土の繁栄のため郷土の特色を生

かした景観まちづくりの礎となれる事を心から願います。 

 最後まで、ご覧頂き誠にありがとうございました。 

このパンフレット本案件に対するご意見、ご感想などございましたら左記の連絡先までメッ
セージをお願いします。 
 
       また本パンフレットはインターネット上でも閲覧出来ます。 
 

       景観永遠 で検索 

―ゐ― 
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正副寺山公園からの眺め（安芸津町） 
瀬戸内海を一望する公園で、約1,500本 
の桜の名所で、桜の開花時期には多くの 
花見客で賑わいます。満開の桜を観る事 
は誰もが心安らぐのではないでしょうか。 

―の― 

私の大好きな東広島アーカイブス入選作品 「正副寺山公園」（安芸津町） 




